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月号 2022-2023 

西条 

ライオンズクラブ国際協会 336-Ａ地区 

２Ｒ４Ｚ 西条ライオンズクラブ 広報誌 

Ｎｏ． 

第 62代会長スローガン  「 和の心で WE SERVE 」 

キーワード    「 躍進 」 

第６１代会長から第６２代会長へ 『 キーの伝達式 』                  



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

        

 

      

 

       

 

 

 

 

 

 
                                                            
 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

202２-202３ ライオンズクラブ国際協会会長                                              ブライアン E ・ シーハン 

テ ー マ     「 We Serve （我々は奉仕する） 」  

メッセージ    「 Together We Can  」 （皆でやればできる） 

2022-2023 ライオンズクラブ国際協会 336－Ａ地区ガバナー                        市村道夫 

スローガン 「  感謝を込めてウィサーブ 」 

キーワード 「  不易流行 」 

 

第６２代クラブ会長    伊 藤   稔 

スローガン            「 和の心で ＷＥ ＳＥＲＶＥ 」 

キーワード             「 躍進 」 

     
 

２０２２－２０２３年度  

西条ライオンズクラブ組織表 
             

 

■スポーツ同好会部長  髙橋雅顕 

■ゴルフ部部長     宮﨑英明 

■萬條教室同好会代表  盛實正人 

国際会長ピン 

ガバナーピン 



 

     

  

 

                                             第 62代会長  伊藤 稔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        第６２代幹事  髙橋 学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          第６２代会計  髙橋雅顕 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                         ライオン・テーマー               テール・ツイスター 

岩間勝一                                     永易修治 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、第６２代会長をご指名いただきました。西条ライオンズクラブの歴史は長く、

1961年(昭和３６年)１０月１９日に結成され、日本で３３４番目、愛媛で 9番目とい

う歴史があります。近年は、地球環境を取り巻く気候変動や自然災害、コロナ感染対

策、戦争侵略などめまぐるしく環境変化しています。このような背景の中、「今、私た

ちに求められているものは何か。」「真のライオンズクラブ活動とは何か。」を探し求 

め、会長スローガンに掲げさせていただきました。 

「和の心でWE SERVE」平和の和・人のつながりの和を大切に日々精進したく思います。この数年間、思

うような活動ができず、歴代の執行部、クラブ会員の皆さんの悔しさをバネにして、みんなでWE SERVE

の気持ちで頑張っていきましょう。そして、相互扶助の精神で新しい時代をみんなで乗り越えていきたい

と思います。 キーワードは、日々邁進していくという意味も込めて、「躍進」としました。 

どうぞ皆さんからの叱咤激励で、この 1年間ライオンズクラブ活動が、人生の中でも稔り多い年になるよ

うに頑張ってまいります。1年間ご指導ご鞭撻の程お願いいたします。 

 

 2022-2023 執行部就任のご挨拶 

今年度、伊藤稔会長の下「幹事」を務めさせて頂きます。 

新型コロナウイルス感染は、２０１９年１２月に初めて報告されてから、２年半の月

日が経過しましたが未だに終息せず、今春から感染者数が少しずつ落ち着いて来

た様に思われますが、延期した６０周年関連行事が中止と成り「今期のライオンズ

クラブ奉仕活動等」への影響は残るものと思われます。 

まだまだ続くこのコロナ禍の中、重量級へとパワーアップした伊藤稔会長のウエイトを下げないよう

支えながら「今年度のライオンズクラブ奉仕活動や例会並びに各会議等」を、感染予防を図りながら実

施開催に努めたいと思います。一年間よろしくお願いいたします。 

 

西条ＬＣ第 62代の会計をさせていただくことになりました。 

クラブ５役からはすっかり縁遠くなっていた私ですが、伊藤稔会長に諭され（？） 

この度、初めて会計を拝命することとなりました。 

どんぶり勘定しかできない私ですが、褒められると伸びるタイプです。 

皆様の大きな友愛につつまれながら、１年間職務を遂行することだけを考えて 

がんばりたいと思います。何卒、ご指導、ご鞭撻、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

今年度、テール・ツイスタ 

ーを務めさせていただ

くことになりました。 

入会してまだ 2年超の 

若輩者でありますが、お声かけをいただき、

執行部入りをご承認いただいたことに感謝

し、皆さまのお役にたてますよう伊藤稔会長

のもと精一杯、務めていきたいと思っており

ますので、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い

申し上げます。 

 

今期、ライオン・テーマーに

なりました岩間です。執行

部に入るのは２度目ですが

１年間を通して何をやるか 

把握ができていません。司会を務める、皆様の

前にでる！！「えっ、私が・・（T T）」そんな気持

ちです。不慣れで、１年間スムーズにできるのか

不安ですが１年間、はこの気持ちでやります！ 

「伊藤 稔会長の想いを胸に、突き進む！」 

皆様、宜しくお願い申し上げます。 

 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１４５６回 ６月第２（最終）例会                2022.6.21（火）於～西条商工会館 18：30～ 

2021-2022 年度を締めくくる、最終例会が開催され

ました。一昨年より延期をし、開催する予定となってい

た「クラブ結成 60 周年記念大会」は中止という大変無

念な結果になりはしましたが、この２年間はクラブメン

バーがコロナ感染拡大のみならず、いろいろな局面に差

し掛かる度話し合い、最善の策を練り工夫し、クラブの

ことを考え抜いた期間でもありました。残念で悔しい思

いをしましたが、それだけではありません。この２年間を

糧に新たな一歩をスタートできました。第 61 代曽我部

会長の想いを継いで、第６２代伊藤会長へクラブキーの

伝達が行われました。 

2021-2022年度 クラブ運営・事業奉仕活動 
≪ガバナーズアワード≫  

１７部門 で各賞を受賞しました 

 

 

 

 

 

 

 

例会ではメンバーの功績を称え、また次年度への活動へと繋げて 

いきます。皆さん、１年間お疲れ様でした 

 

第 62代伊藤執行部 

例会純出席 100％賞 17名 

ツイスター協力賞 髙 橋 L・今岡 L/伊藤 L クラブ特別功労賞  明比 L MJF賞   髙橋 L 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

    ■各会合開催報告 

     ４ゾーン年次会合 日時：2022年 6月 10日（金）   ２リジョン年次会合 日時：2022年 6月 18日（土） 

                          会場：Caféダイニング つじ丸                          会場：リーガロイヤルホテル 

 

 

 

 

 

 

                   

                                                     第 61代会長 曽我部克正                          

 

 

                

 

 

 

 

                                                                第６１代幹事 植木 光夫 

            

 

 

 

 

                                                         第６１代会計 日野 克則                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『伝承 そして 新たな時代へ』をスローガンにスタートしたこの一年。 

コロナも終息し、60 周年記念事業やクラブ事業も必ず実行してみせると、執行部一丸となり、

調整いたしてきましたが、記念大会、いくつかの事業が実行できませんでした。 

しかしそんな中でも、いくつかの事業を行えたこと、60 周年の私の夢作文コンテストでは地区ガバナーズアワー

ドで最優秀賞を受賞できたこと、これもひとえにメンバーみなさんのおかげです。 

執行部の皆さんに支えられ、たくさん助けていただきました。感謝しかありません。思い起こせば、あっという間

の一年間でした。次年度の伊藤稔会長には、すべての事業・活動が成功することを祈願いたします。 

メンバーの皆様、一年間有難うございました。 

 

 

   

 

幹事 

退任挨拶 

会長 

退任挨拶 

地区年次大会出席努力賞 国際大会出席努力賞 次期会長より記念品授与 

１年を振り返ってみると、本当にあっと言う間であったように思います。 

２年半におよぶコロナ渦での FAX例会・理事会、会食無しの短縮例会など、通常の会やアクティビ

ティなどは数える程しか出来なかったように思います。私自身、２回目の幹事でしたので多少の馴れか、平均年齢

約５０歳？の若手５役の中でのやり易さなのか、あまり役職をやり遂げた実感はないのですが、７月以降次第に 

気の抜けた気分になって行くのだと思います。最後にメンバーの皆さんの１年間の御協力に感謝して退任の挨拶

といたします。本当に有り難うございました。 

 

今年度は初めて三役の会計という役職をいただき勉強させていただきました。ライオンズ  

クラブのお金の流れは、多少ですが理解できました。  

今年もコロナ禍にあり、例会も含めていろんな事業の中止となりとても残念な一年でした。  

私の中で疑問に思ったことがあります。  

一つは事業資金のことです。ライオンズ必携の中の第 12章 クラブ事業資金の獲得 (1) 資金獲得事業の意義

～ライオンズクラブにおける奉仕事業の資金は、資金獲得のための事業を行い、その純益を当てるのが本来の 

あり方です～と書かれています。 ところが日本の多くのクラブは、会員の拠出金や会員の寄付金（ドネーション）

に頼り、資金獲得 のための事業はそれほど活発ではないようです。わが西条ライオンズクラブもそうです。 

国情の違いから来るものかもしれませんが、 欧米のライオンズクラブでは「奉仕事業は資金獲得活動から始まる」

と考えられていて奉仕活動をするために資金獲得事業をするようです。新しいモノ（事業）を作る事は仲間と

知恵を絞り意見を出し合い、汗を出すことで友情の輪が深まると私は思います。自身の会社の新しいビ

ジネスや自己研鑽にも繋がると思います。収益事業をなぜしないのか？そんな事を思いました。  

今後ライオンズクラブの運営にも役立てるようクラブの活動に励んでゆきたいと思います。曽我部会長

執行部の皆様お疲れ様でした。クラブ会員さん、温かく見守ってくださりありがとうございました。  

 

会計          

退任挨拶 



 

 

 第 61代ライオン・テーマ 越智 美和               

  

 

 

 

                                               第 61代テール・ツイスター 村瀬 文隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第十代（最後の）伊予西條藩主  

松平頼英（よりひで）  

松平頼英は、九代藩主松平頼学の五男として天保 14年 9月 22日に誕生し、幼名を勇之進と云った。 

文久元年（1861 年）従四位下侍従に任ぜられ、翌年頼学の致仕（辞職）のあとをうけて、左京太夫とな

り、小将に進んだ。 

4 人の兄や頼学の婿養子であった頼永の早世（若死）などにより、世子（あとつぎ）となる（十代西条藩

主）幕末の内外ともに多事多難な時代、文久 3年（1863年）3月、お国入りし西条領内氷見村森家、住

吉屋に立ち寄った時の記録が残されている。 

森家の「御用留帳」には「七ッ半時に陣屋を御立。その日は曇り空。そこここの桜が満開。林昌寺で半時

ほど桜を御観になり、九ッ半時に森家に御成りになっている。 

殿様はじめ奥頭取、御小納戸が同行された。御先番、御膳番、いずれも馬に乗ってこられた。・・・」とあ

る。林昌寺の徳川家御霊屋を参拝後、西部地区西条領の視察や海防状況の点検などが同時に行われた

ことが読み取れる。明治元年 3月、頼英は京都二条城北猪熊口柵門の警衛（警戒し、護衛すること）。 

同 11月には東京吹上御門の警衛、同じく 2年には水道橋関の警衛を命ぜられている。 

また、頼英は明治 2年 4月に版籍奉還を出願して許可を得た。 

ここに十代 200年にわたる、治績（政治上の功績）を全うし、封建藩政は終りを告げた。 

同、6月には西条藩知事に任ぜられたが、明治 4年 7月の廃藩置県によって本官を免ぜられた。 

明治 17年華族令が公布されて、頼英は子爵となった。 

そして累進し、正三位に至った。明治 38年 12月 3日没、享年 63才の生涯であった。 

出典：フリー百科事典「ウィキペディア」・西條誌 等 

 

昨年度に続き、本年度もコロナに振り回された 1年間でした。例会も殆どが短縮例会になり、 

予定していたイベントも殆どが中止となったり・・・。なかでも、60周年記念大会が予定通りに 

できなかった事は残念でなりません。ただ、60 周年記念例会として曲がりなりにも開催でき

たことは良かったと思います。個人的には、テールツイスターとしてではありませんが、60 周年記念事業の

『わたしの夢』作文コンテストがガバナー特別賞として表彰され、年次大会の分科会において事業報告の栄

誉をいただいたことは一番の印象として残っています。 

いろいろと制限のある 1年間ではありましたが、曽我部会長の人柄かと思いますが執行部の雰囲気もよ

く、笑いの多い役員会が印象的な楽しい 1 年間でした。最後になりましたが、皆様に支えられての１年間で

あったと思います。ありがとうございました。 

 

コロナ禍で例会ができない、短縮例会に変更、色々な行事中止、結成 60 周年記念大会の中 

止とできない事の多い１年になってしまいました。そんな中でも例会に出席くださいまし

た会員の皆様には感謝申し上げます。次期執行部の皆様には思いっきり行事ができる１年になりますよ

う祈念致します。１年間、ありがとうございました。 

テーマー          

退任挨拶 

ﾂｲｽﾀｰ          

退任挨拶 



会報誌では、萬條克己先生のご指導をいただきながら、 

シリーズ「伊予西條遺産」を連載し、この１年間は江戸時 

代の約２００年（１６７０～１８６７年）にわたる西條藩主 

松平家の功績やその時々で治世に関わった人物の偉業 

を掲載してきました。その好奇心は尽きることなく、「百聞は一見に如かず」という 

ことで、５月２２日、初夏の日差しが眩しい中、現存する西條藩の史蹟（禎瑞新田・ 

氷見）巡りを行い、昼食会では、先人の思いや時代背景で会話を弾ませ楽しい一時 

を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

伊予西條遺産シリーズ 西条藩の禎瑞新田と氷見巡り（その１） 

 

① 加茂川河川改修の立役者 入江常真の石碑 (神拝の観音水の公園) 

 

元々の加茂川の流れは、八堂山の麓から、東方面の室川、御舟川、商店街、古川 

(現河川)、安知住（あんじゅう）から西泉新開の江川まで、乱流状態であった。 

現在のように、古川の流れ１本にまとめたのが、１６６１年足立重信の家臣で作 

事奉行として尽力した入江常真であった。堅固な堤防や堰を建設し、遊水池や 

土手を二重にして、加茂川の氾濫を防止する工夫がされた。なお、その名は現 

在の「常心」という地名の由来にもなっている。 

 

② 禎瑞新田（夫婦樋橋⇒嘉母神社⇒竜神社⇒南蛮樋(大石樋) 

禎瑞新田の一番南に位置する夫婦樋（みよとび）は、西泉新開(江戸時代初期の 

第１期西條藩主一柳氏の時代の干拓地)の一帯の江川や猪狩川、神戸方面から 

の排水を一箇所に集めて４つの樋門＊を構築した場所である。現在その地に 

は、歴史的使命を終え、「みおとび橋」として残っている。 

嘉母神社の手洗水は、１９９６年全国利き水大会で日本一に輝いた名水で、 

その水を汲みにたくさんの人が訪れている。第７代藩主松平頼謙から干拓 

事業の藩命を受けた竹内立左衛門も祀られており、同神社に建立されてい 

る「禎瑞新田之碑」には、賢明な主君（頼謙）とできた家臣（立左衛門）との 

出会いがあったからこそ完成し、広大な農耕地となった禎瑞新田の恩恵は 

極まりないと記されている。  ＊：樋門： 

                   

③ 住吉屋(森家) 

西条市氷見の森家は、江戸中期以降、加茂川以西から今治近郊までの土 

地を所有し、二千石もの米を収納する大地主であり、金融業を営んで莫 

大な財を築いた商家でもあった。西條藩に対しては、上納金を納め、災害 

や飢饉による困窮者にはお救い米を施して藩を支援した。 

一方藩からは、庄屋格への昇格や 

苗字帯刀など家の格式を高めると 

いう両者間での関係が成立していた。江戸末期には家屋を改築(敷 

地面積：約３千ｍ2，建坪：２００坪) 

し、文久３年(１８６３年)３月に、第 

十代藩主松平頼英公が当家に立ち 

寄った記録が残されている。 

現在の「みおとび橋」 

日本一の名水で乾杯（嘉母神社） 

住吉家（森家）外観 

屋敷内で説明を受けるメンバー 

参考 ： 造園家「重森三玲」氏による庭 

（石鎚酒造：越智家）⇒会員短信 

昭和を代表する造園家で、２００の

作庭の内４庭が西条市に残されて

おり、重森三玲夫人の実家である越

智家との縁で、重森氏は、世界的に

有名な彫刻家イサム、ノグチ氏を越

智家に招き、同家にある庭で桂離

宮をヒントにした庭造りの実技指導

を行っている。  

 

 

入江常真の記念碑 

重
森
氏
に
よ
る 

石
鎚
酒
造
庭
園 

住吉家（森家）間取り図 



 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

発行者  会 長   伊藤 稔  
幹 事   髙橋 学 

[ＭＣ・地区誌編集委員会] 

委員長／副委員長   小野雅志／盛實正人 

     編集委員   越智英明・村上公明・寺川治美 

            明比紳一郎・清水泰雅 

 

 

西条ライオンズクラブ 
 

    〒793－0027 愛媛県西条市朔日市７７９－８ 

                         西条商工会館１F 
           TEL(0897)56－3980   

        FAX(0897)56－9251 

      Ｅ－mail     saijo-lc@abeam.ocn.ne.jp 

       ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://saijo-lions.ｊｐ 

    facebook    http://facebook.com/saijo.lions/ 

 愈々今期最終の発刊となりました。 

長びくコロナ禍で、予定していた行事が中止や延期となる中、原稿不足で編集には本当に苦心しましたが、OB は

じめメンバー各位の御協力を得まして、充実した内容で発刊することが出来ました。 

特に事務局の益田さんには毎度のことながら、大変お世話になり感謝しています。 

そして、今期クラブ表彰に於て、ガバナー特別賞はじめ 5 個の金賞受賞他、過去にも勝る、沢山の賞をいただきま

した。こんな時だからこそ、メンバー各位が力を合わせた結果です。 

さて、この先いつ終わるかわからないコロナ禍と、ロシアに依るウクライナ侵攻など、世界中が不安の中にあ

ります。日々の報道を目の当たりにして、改めて、平和の意義が問われるこのごろです。 

MC 広報委員 越智英明 

 

                                     ＭＣ・広報委員会 盛實正人 

編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

西条ライオンズクラブ 

       会員募集中！ 

 

 

◎ライオンズクラブとは 

  世界最大の社会奉仕団体のことです。 
  世界で約 200以上の国または領域にあり 

49,000 を超えるクラブが存在し、140万人以上の会

員がいます。あなたも世界の一員になりませんか。 

◎西条ライオンズクラブは 

国内で334番目、愛媛県下では9番目のクラブとして

結成されました。「We Serve～我々は奉仕する～」を

合言葉におなじ志をもつ仲間同士が集まって奉仕活動

を行っています。人の為に、社会の為に、一人ではでき

ないことを、出会いを通して集まった会員が力を合わ

せて、それぞれの地域において社会奉仕に貢献してい

こうという団体です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災で被災した皆さんとの楽しいひととき 

を過ごしました。 

例会日   毎月 第１・第３火曜日（12：30～13：30） 

例会場   西条商工会館 

発 行   西条ライオンズクラブ事務局 

印 刷   プリントワールド ONO 

2021-2022年度 地区役員退任のご挨拶 

代打のゾーンチェパーソン 

 

                 ２R－４ZC 髙橋 学 

 

 

 

就任を振り返って思う事は、代打のゾーンチェア

パーソンが務まったかどうか自問自答中です。 

「西条ライオンズクラブ」より４ゾーンチェアパーソ

ンを推薦するに当たり、当初「故 安藤ライオン」が受

けることとなっておりましたが、令和３年２月に逝

去されました。そこで、当時無役の私にお鉢が回っ

たのだと思っています。 

「故 安藤ライオン」のクラブへの多大なる功績を顧

みますと、当然代わりは務まりません。あの世から

お叱りを受けないように、私のできる範囲で努め

させて頂きました。（未だ少し残っております。） 

 コロナ禍の中、会議等思う 

ように開催できずズーム会 

議等にて対応するなど工 

夫したつもりです。計画し 

たゾーン合同アクティビティ 

「海岸線の清掃」「遍路道清 

掃」は概ね実施出来ました 

が、複数回の例会訪問等は 

未だ叶いません。 

６月 30日、年度最終日に 

ゾーンの皆さんと１年間の 

労を労い合い、笑い合った「４Z 合同慰労会」は皆

様の御協力をいただき、とても楽しく思い出深いも

のとなりました。皆様、どうもありがとうございま

した。 
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